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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、
　接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、所定の周波数の差動信号を生成し
、その生成された差動信号を前記第１の受信回路に基準周波数信号として供給する第１の
発振回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第２の受信回路に基準周波数信号として供給する第２の発振回路とを備えた
　受信装置。
【請求項２】
　さらに、伝送信号を受信する第３の受信回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の他方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第３の受信回路に基準周波数信号として供給する第３の発振回路とを備えた
　請求項１記載の受信装置。
【請求項３】
　前記一方の相の発振信号を前記第１の発振回路から前記第２の発振回路に伝送する信号
線と、前記他方の相の発振信号を前記第１の発振回路から前記第３の発振回路に伝送する
信号線は、少なくとも一部を近接して配置した
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　請求項２記載の受信装置。
【請求項４】
　さらに、伝送信号を受信する第４の受信回路と、
　前記第２の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第４の受信回路に基準周波数信号として供給する第４の発振回路とを備えた
　請求項２又は３に記載の受信装置。
【請求項５】
　前記第１の発振回路で得られた差動信号を増幅する増幅回路を備え、
　前記増幅回路で増幅された差動信号の内の一方の相の発振信号を、前記第２の発振回路
に供給する
　請求項１～４のいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項６】
　前記増幅回路の他方の相の発振信号の出力部に接続された終端抵抗を備えた
　請求項１～５のいずれか１項に記載の受信装置。
【請求項７】
　伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、
　接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、所定の周波数の差動信号を生成し
、その生成された差動信号を前記第１の受信回路に基準周波数信号として供給する第１の
発振回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第２の受信回路に基準周波数信号として供給する第２の発振回路と、
　前記第１および第２の受信回路で受信した伝送信号を処理する処理部とを備えた
　電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、テレビジョン放送信号などの伝送信号を受信する受信装置、およびその受信
装置を備えた電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビジョン放送を受信する受信回路を有するテレビジョン受像機や録画装置と
して、複数の受信回路を備えたものが開発されている。例えば、複数の受信回路を備えた
テレビジョン受像機は、表示画面上に複数のチャンネルの受信映像を同時に表示すること
ができる。また、複数の受信回路を備えた録画装置は、複数のチャンネルの放送信号を同
時に録画することができる。
【０００３】
　図８は、従来の複数の受信回路を備えた装置の例を示す図である。
　アンテナ１で受信した信号が、第１のチューナ部２と第２のチューナ部３に供給される
。第１，第２のチューナ部２，３は、それぞれ個別に受信回路２ａ，３ａを備え、それぞ
れの受信回路２ａ，３ａが、特定のチャンネル（周波数）の放送信号を受信する。それぞ
れの受信回路２ａ，３ａが受信するチャンネルは、例えば装置内の図示しない制御部から
の指示で決まる。
【０００４】
　各受信回路２ａ，３ａは、放送信号を変換したベースバンド信号または中間周波信号を
得る。このようなベースバンド信号または中間周波信号を得るために、受信回路２ａ，３
ａ内のミキサ（不図示）で受信信号に混合するための周波数信号（局発信号）が必要にな
る。このミキサで受信信号に混合される局発周波数信号は、それぞれのチューナ部２，３
に内蔵された発振回路２ｄ，３ｄで生成された基準周波数信号が、ＰＬＬ（Phase locked
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 loop）回路で逓倍することで得られる。各発振回路２ｄ，３ｄは、それぞれの発振回路
２ｄ，３ｄに接続された水晶振動子２ｃ，３ｃを使用して、基準周波数信号を取得する。
【０００５】
　そして、それぞれの受信回路２ａ，３ａは、ベースバンド信号または中間周波信号の復
調処理を行う。この復調処理で得られた映像信号および音声信号が、受信回路２ａ，３ａ
の出力端子２ｂ，３ｂに得られる。
　特許文献１には、１つの基準信号発振回路の発振信号が、バッファアンプを介して複数
のＰＬＬ回路に供給されるようにした技術についての記載がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－３５９５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、図８に示すように複数のチューナ部２，３を備えた場合に、それぞれのチュ
ーナ部２，３に供給される基準周波数信号は、それぞれのチューナ部２，３に接続された
水晶振動子２ｃ，３ｃに依存した精度の信号になる。通常、水晶振動子は、数ｐｐｍから
数１０ｐｐｍの周波数誤差を有しており、各チューナ部２，３で得られる基準周波数信号
には、若干の周波数誤差が生じる。
【０００８】
　各チューナ部２，３で受信信号に混合される局発周波数信号は、基準周波数信号を逓倍
して作成される。このため、基準周波数信号の誤差が僅かであっても、各チューナ部２，
３が同一チャンネルを受信する際の局発信号には、数ＭＨｚ程度の周波数差が生じる。
　このような数ＭＨｚ程度の周波数差を有する局発信号が、隣接した２つのチューナ部２
，３で使用された場合、それぞれの局発信号が、他のチューナ部に漏洩してしまう。
【０００９】
　このような周波数が若干異なる局発信号が隣接した他のチューナ部２または３に漏洩す
ると、その漏洩した信号が偽局発信号として受信動作を行うことがある。また、若干異な
る局発信号が漏洩することで、局発信号を生成する回路が相互干渉してしまう。このよう
な偽局発信号の発生や、局発周波数信号生成回路の相互干渉は、受信障害を引き起こす要
因になっている。
【００１０】
　このように周波数が近接した２つの周波数信号が存在する場合の問題としては、インジ
ェクションロックという現象が知られている。例えば、フリーラン周波数ω0、発振電流I
oscで発振している発振回路に、外部から発振周波数ωinj、発振電流Iinjが注入された場
、その発振回路は、本来の発振周波数ω0とは異なる周波数ωinjに引きこまれながら発振
するようになる。
【００１１】
　本開示の目的は、複数の受信回路を備えた場合の各受信回路が扱う基準周波数信号の干
渉を防ぐことができる受信装置および電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本開示の受信装置は、伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、第１および第
２の受信回路に基準周波数信号を供給する第１および第２の発振回路を備える。
　第１の発振回路は、接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、所定の周波数
の差動信号を生成し、その生成された差動信号を第１の受信回路に基準周波数信号として
供給する。
　第２の発振回路は、第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供
給され、その供給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成
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された差動信号を第２の受信回路に基準周波数信号として供給する。
【００１３】
　本開示の電子機器は、伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、第１および第
２の受信回路に基準周波数信号を供給する第１および第２の発振回路と、第１および第２
の受信回路で受信した伝送信号を処理する処理部とを備える。
　第１の発振回路は、接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、差動信号を生
成し、その生成された差動信号を第１の受信回路に基準周波数信号として供給する。
　第２の発振回路は、第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供
給され、その供給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成
された差動信号を第２の受信回路に基準周波数信号として供給する。
【００１４】
　本開示によると、第１の発振回路は、接続された水晶振動子を使用して、差動信号とし
ての基準周波数信号を生成する。そして、第２の発振回路は、その第１の発振回路が出力
する差動信号の内の一方の相の発振信号だけの供給を受けて、基準周波数信号を生成する
。このため、それぞれの発振回路は、基準周波数信号が同じ周波数になり、基準周波数信
号の誤差による受信障害を回避できる。
【発明の効果】
【００１５】
　本開示によると、それぞれの受信回路ごとに用意された発振回路は、１つの水晶振動子
より得た周波数信号を使用して、基準周波数信号を生成するため、基準周波数信号に誤差
がなくなり、基準周波数信号の誤差による受信障害を効果的に回避できる。また、複数の
受信回路が備える発振回路で、水晶振動子を共通に使用するため、回路構成を簡単にする
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態による構成例を示す回路図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の受信回路の例を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態による特性例（水晶振動子を共通化したことによる効
果）を示す周波数特性図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態による特性例（各段のチューナ部での発振信号のノイ
ズの変化例）を示す周波数特性図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態による構成例（変形例）を示す回路図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態による構成例を示す回路図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態による伝送路の配置例を示す図である。
【図８】従来の受信装置の例を示す回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本開示の実施の形態に係る受信装置および電子機器の例を、図面を参照しながら、以下
の順で説明する。
１．第１の実施の形態の例（図１～図４）
２．第１の実施の形態の変形例（図５）
３．第２の実施の形態の例（図６～図７）
４．変形例
【００１８】
［１．第１の実施の形態の例］
　図１は、本開示の第１の実施の形態の例に係る受信装置の構成例を示す図である。
　本開示の受信装置は、テレビジョン放送信号を受信する装置であり、第１のチューナ部
１０と第２のチューナ部２０と第３のチューナ部３０とを備える。アンテナ１で受信した
信号が、これらのチューナ部１０，２０，３０の入力端子１０ａ，２０ａ，３０ａに供給
される。
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　それぞれのチューナ部１０，２０，３０は、それぞれ個別に受信回路１１，２１，３１
を備え、それぞれの受信回路１１，２１，３１が、特定のチャンネル（周波数）の放送信
号を受信する。それぞれの受信回路１１，２１，３１が受信するチャンネルは、例えば受
信装置内の図示しない制御部からの指示で決まる。この場合、例えば２つの受信回路１１
，２１が同一のチャンネルを受信することもできる。
【００１９】
　各受信回路１１，２１，３１は、受信処理により、放送信号を周波数変換したベースバ
ンド信号または中間周波信号を取得する。そして、それぞれの受信回路１１，２１，３１
が、ベースバンド信号または中間周波信号の復調処理を行う。この復調処理で得られた映
像信号および音声信号が、各チューナ部１０，２０，３０の出力端子１０ｂ，２０ｂ，３
０ｂからテレビジョン信号処理部９０に供給される。３つのチューナ部１０，２０，３０
は、それぞれ個別に集積回路化される。あるいは、３つのチューナ部１０，２０，３０が
、１つの集積回路になるようにしてもよい。
　なお、図１の例では、各チューナ部１０，２０，３０が受信信号の復調処理を行うよう
にしたが、各チューナ部１０，２０，３０は、復調処理を行わない構成でもよい。すなわ
ち、各チューナ部１０，２０，３０がベースバンド信号または中間周波信号を出力して、
チューナ部１０，２０，３０の後段に接続される処理部（テレビジョン信号処理部９０）
が、復調処理を行うようにしてもよい。
【００２０】
　図２は、第１のチューナ部１０が備える受信回路１１の例を示す図である。第２，第３
のチューナ部２０，３０が備える受信回路２１，３１についても、受信回路１１と同じ構
成である。
　受信回路１１は、高周波信号に局発信号を混合してベースバンド信号または中間周波信
号に変換する高周波部１１ａと、高周波部１１ａで得られたベースバンド信号または中間
周波信号を復調して、映像信号や音声信号を得る復調部１１ｂとを備える。なお、上述し
たように第１チューナ部１０が復調回路１１ｂを備えるのは１つの例であり、チューナ部
が復調回路を備えない構成でもよい。
　また、受信回路１１は、高周波部１１ａで受信信号に混合する局発信号を生成する局発
信号生成部１１ｃを備える。局発信号生成部１１ｃには、後述する発振回路１２から基準
周波数信号が供給される。この場合、発振回路１２から局発信号生成部１１ｃに供給され
る基準周波数信号は、相互に位相が反転した２つの信号ＣＫｘ，ＣＫｙよりなる差動信号
である。
【００２１】
　局発信号生成部１１ｃは、ＰＬＬ回路や分周回路などを備えて、基準周波数信号から受
信周波数に対応した局発信号を生成する。局発信号生成部１１ｃが生成した局発信号が、
高周波部１１ａに供給される。
【００２２】
　復調部１１ｂは、受信した放送信号の変調方式に対応した復調処理や復号処理を行う。
この復調処理や復号処理を行う際には、発振回路１２から供給される基準周波数信号をク
ロックとして使用する。この復調部１１ｂが復調処理や復号処理を行う際の基準周波数信
号についても、相互に位相が反転した２つの信号ＣＫｘ，ＣＫｙよりなる差動信号である
。
【００２３】
　図１の説明に戻ると、第１のチューナ部１０は、基準周波数信号を生成する発振回路１
２を備える。発振回路１２には、端子１０ｃ，１０ｄを介して水晶振動子９９が接続して
ある。水晶振動子９９に電圧を印加することで得られる発振信号が、発振回路１２で基準
周波数信号として取り出される。発振回路１２が出力する基準周波数信号は、上述したよ
うに相互に位相が反転した２つの信号ＣＫｘ，ＣＫｙよりなる差動信号である。
【００２４】
　発振回路１２が生成した基準周波数信号が、受信回路１１に供給される。受信回路１１
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内の復調部１１ｂや局発信号生成部１１ｃは、基準周波数信号を使用した処理を行う。
　また、発振回路１２が生成した基準周波数信号が、増幅回路１３に供給される。増幅回
路１３は、差動信号としての基準周波数信号を増幅する。
【００２５】
　そして、第１のチューナ部１０の増幅回路１３で増幅された差動信号の内の、一方の相
の基準周波数信号（例えば信号ＣＫｘ）が端子１０ｅから出力され、第２のチューナ部２
０の端子２０ｄに供給される。また、増幅回路１３で増幅された差動信号の内の、他方の
相の基準周波数信号（例えば信号ＣＫｙ）の出力部には、例えば終端抵抗１４を接続する
。後段に接続がない出力部に終端抵抗１４を接続するのは１つの例であり、後段に接続が
ない出力部に何も接続しないようにしてもよい。なお、以下に説明する他の終端抵抗２４
，３４，３５，４４，４５を接続する構成についても、それぞれの一例を示したものであ
り、同様に何も接続しないようにしてもよい。
【００２６】
　第２のチューナ部２０の端子２０ｄに得られる基準周波数信号が、第２のチューナ部２
０内の発振回路２２に供給される。発振回路２２は、この端子２０ｄに得られる差動信号
の内の一方の相の基準周波数信号から、同じ周波数の差動信号を生成する。そして、発振
回路２２が生成した基準周波数信号が受信回路２１に供給され、受信回路２１内で、基準
周波数信号を使用した受信処理が行われる。
　また、発振回路２２が生成した基準周波数信号が、増幅回路２３に供給される。増幅回
路２３は、差動信号としての基準周波数信号を増幅する。
【００２７】
　そして、第２のチューナ部２０の増幅回路２３で増幅された差動信号の内の、一方の相
の基準周波数信号が端子２０ｅから出力され、第３のチューナ部３０の端子３０ｄに供給
される。また、増幅回路２３で増幅された差動信号の内の、他方の相の基準周波数信号の
出力部には、例えば終端抵抗２４を接続する。
【００２８】
　第３のチューナ部３０の端子３０ｄに得られる基準周波数信号が、第３のチューナ部３
０内の発振回路３２に供給される。発振回路３２は、この端子３０ｄに得られる差動信号
の内の一方の相の基準周波数信号から、同じ周波数の差動信号を生成する。そして、発振
回路３２が生成した基準周波数信号が受信回路３１に供給され、受信回路３１内で、基準
周波数信号を使用した受信処理が行われる。
　また、発振回路３２が生成した基準周波数信号が、増幅回路３３に供給される。増幅回
路３３は、差動信号としての基準周波数信号を増幅する。この増幅回路３３で増幅された
差動信号の出力部には、例えば終端抵抗３４，３５が接続される。
　なお、縦列接続の最後尾の第３のチューナ部３０の場合には、終端抵抗３４，３５を接
続せず、増幅回路３３をスリープ状態にするようにしてもよい。
　なお、各増幅回路１３，２３，３３に接続される終端抵抗１４，２４，３４，３５は、
各チューナ部１０，２０，３０の外部に接続するようにしてもよい。
【００２９】
　そして、それぞれのチューナ部１０，２０，３０の出力端子１０ｂ，２０ｂ，３０ｂに
得られる映像信号や音声信号が、テレビジョン信号処理部９０に供給される。
　本開示の受信装置がテレビジョン受像機である場合には、テレビジョン信号処理部９０
は、映像表示のための処理や音声出力のための処理を行う。
　また、本開示の受信装置がビデオ録画装置である場合には、テレビジョン信号処理部９
０は、映像信号や音声信号を記録するための処理を行う。
【００３０】
　この図１に示す本開示の受信装置は、３つのチューナ部１０，２０，３０を備えるが、
この３個のチューナ部１０，２０，３０が信号処理に使用する基準周波数信号は、１個の
水晶振動子９９から得た発振信号である。このため、３個のチューナ部１０，２０，３０
内の発振回路１２，２２，３２で得られる基準周波数信号は、完全に周波数が一致した信
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号になる。
　すなわち、第１のチューナ部１０内の発振回路１２が水晶振動子９９を備えて、差動信
号である基準周波数信号を生成するが、第２のチューナ部２０内の発振回路２２には、第
１のチューナ部１０内の発振回路１２から差動信号の内の一方の相の信号が供給される。
また、第３のチューナ部３０内の発振回路３２には、第２のチューナ部２０内の発振回路
２２から差動信号の内の一方の相の信号が供給される。したがって、３つの発振回路１２
，２２，３２は、いずれも同じ発振信号を基にした周波数が完全に一致した基準周波数信
号を作成する。
　このため、本開示の受信装置は、３個のチューナ部１０，２０，３０で、基準周波数信
号が誤差を持つことがなく、基準周波数信号の誤差による受信障害が発生しない。
【００３１】
　図３は、本開示の受信装置内の各チューナ部１０，２０，３０の発振回路１２，２２，
３２が、水晶振動子９９を共用化したことによる効果を示す図である。図３の横軸は周波
数で、縦軸は所要Ｃ／Ｎ［ｄＢ］を示す。所要Ｃ／Ｎは、それぞれのチューナ部が受信処
理するために必要とする受信信号に対する信号の歪みのなさ（きれいさ）を、信号（Carr
ier）とノイズ（Noise）の比で示したものである。チューナ部の所要Ｃ／Ｎの値が小さい
ほど、歪みがある受信信号でも復調可能な高性能なものである。
　図３に示す特性ｘは、隣接したチューナ部が別の水晶振動子を持った場合の各周波数で
の所要Ｃ／Ｎ［ｄＢ］を示し、特性ｙは、隣接したチューナ部が共通の水晶振動子を使用
した場合の各周波数での所要Ｃ／Ｎ［ｄＢ］を示す。図３に示すように、隣接したチュー
ナ部が共通の水晶振動子を使用した本開示の受信装置の特性特性ｙは、いずれの周波数で
も別の水晶振動子を持った場合の特性ｘに比べて所要Ｃ／Ｎが小さく、受信性能が高いこ
とがわかる。
【００３２】
　図４は、本開示の受信装置内の各チューナ部１０，２０，３０の発振回路１２，２２，
３２で生成される基準周波数信号に含まれるフェーズノイズの変化を示す図である。図４
の横軸は周波数で、縦軸はフェーズノイズ［ｄＢｃ／Ｈｚ］を示し、特性ＣＫ１，ＣＫ２
，ＣＫ３は、それぞれ発振回路１２，２２，３２が出力する基準周波数信号を示す。
　本開示の受信装置は、第１のチューナ部１０内の発振回路１２で生成した基準周波数信
号が、第２のチューナ部２０に供給され、さらに第２のチューナ部２０内の発振回路２２
で生成した基準周波数信号が、第３のチューナ部３０に供給される。このように順に基準
周波数信号が送られることで、基準周波数信号のフェーズノイズが徐々に増加する。
　すなわち、図４に示すように、第１のチューナ部１０内の発振回路１２で生成した基準
周波数信号のフェーズノイズＣＫ１に比べて、第２のチューナ部２０内の発振回路２２で
生成した基準周波数信号のフェーズノイズＣＫ２が、平均で約１．６［ｄＢｃ／Ｈｚ］劣
化している。また、第２のチューナ部２０内の発振回路２２で生成した基準周波数信号の
フェーズノイズＣＫ２に比べて、第３のチューナ部３０内の発振回路３２で生成した基準
周波数信号のフェーズノイズＣＫ３が、平均で約１．６［ｄＢｃ／Ｈｚ］劣化している。
【００３３】
　このように、基準周波数信号が順に次段のチューナ部に送られるようにしたことで、１
段送られるごとに、チューナ部で得られる基準周波数信号のフェーズノイズが約１．６［
ｄＢｃ／Ｈｚ］劣化する。
【００３４】
［２．第１の実施の形態の変形例］
　図５は、本開示の第１の実施の形態の例に係る受信装置の変形例を示す図である。
　図５の例の受信装置は、図１に示す第１～第３のチューナ部１０，２０，３０を備える
受信装置に、さらに第４のチューナ部４０を増設したものである。
　図５の例の場合には、第２のチューナ部２０の端子２０ｅから出力される基準周波数信
号（差動信号の内の一方の相の信号）が、２分配されて第３のチューナ部３０と第４のチ
ューナ部４０に供給されるようにした。
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【００３５】
　第４のチューナ部４０は、第１～第３のチューナ部１０，２０，３０と同様の構成であ
り、受信回路４１と発振回路４２と増幅回路４３とを備える。そして、端子４０ｄに得ら
れる基準周波数信号（差動信号の内の一方の相の信号）に基づいて、発振回路４２が差動
信号を生成し、差動信号が受信回路４１と増幅回路４３に供給される。
　第４のチューナ部４０の増幅回路４３の増幅信号の出力部は、例えば終端抵抗４４，４
５が接続してある。この第４のチューナ部４０は、図１で説明した第３のチューナ部３０
と同様に終端抵抗を接続せず、増幅回路４３をスリープ状態にしてもよい。
　そして、第４のチューナ部４０の受信回路４１で受信して出力端子４０ｂに得られる映
像信号や音声信号が、テレビジョン信号処理部９０に供給される。
　図５のその他の箇所は、図１に示す受信装置と同様に構成する。
【００３６】
　この図５に示すように、第２のチューナ部２０が出力する基準周波数信号が、分配され
て複数のチューナ部３０，４０に供給されるようにしたことで、より多数のチューナ部に
基準周波数信号が供給できるようになる。
【００３７】
［３．第２の実施の形態の例］
　次に、本開示の第２の実施の形態の例を、図６および図７を参照しながら説明する。図
６および図７において、第１の実施の形態で説明した図１～図５に対応する部分には同一
符号を付す。
【００３８】
　図６は、本開示の第２の実施の形態の例に係る受信装置の構成例を示す図である。
　本開示の第２の実施の形態の例に係る受信装置についても、テレビジョン放送信号を受
信する装置であり、第１～第９のチューナ部１１０～１９０を備える。アンテナ１で受信
した信号が、分配されてこれらのチューナ部１１０～１９０の入力端子１１０ａ～１９０
ａに供給される。
　各チューナ部１１０～１９０は、受信回路１１１～１９１を備え、それぞれの受信回路
１１１～１９１が、特定のチャンネル（周波数）の放送信号を受信し、受信して得られた
映像信号や音声信号が、出力端子１１０ｂ～１９０ｂから出力される。それぞれの受信回
路１１１～１９１が受信するチャンネルは、例えば受信装置内の図示しない制御部からの
指示で決まる。
【００３９】
　各チューナ部１１０～１９０は、第１の実施の形態の例で図１に示す各チューナ部１０
～３０と同じ構成である。すなわち、各受信回路１１１～１９１は、放送信号を変換した
ベースバンド信号または中間周波信号を取得する。そして、それぞれの受信回路１１１～
１９１が、ベースバンド信号または中間周波信号の復調処理を行う。この復調処理で得ら
れた映像信号および音声信号が、各受信回路１１１～１９１の出力端子１１０ｂ～１９０
ｂからテレビジョン信号処理部９０に供給される。９個のチューナ部１１０～１９０は、
それぞれ個別に集積回路化される。あるいは、９個のチューナ部１１０～１９０が、１つ
の集積回路になるようにしてもよい。
　この図６の例の場合にも、各チューナ部１１０～１９０が復調処理を行わない構成でも
よい。すなわち、各チューナ部１１０～１９０がベースバンド信号または中間周波信号を
出力して、チューナ部１１０～１９０の後段に接続される処理部が、復調処理を行うよう
にしてもよい。
【００４０】
　そして、各チューナ部１１０～１９０は、基準周波数信号を生成する発振回路１１２～
１９２を備え、それぞれのチューナ部１１０内の受信回路１１１～１９１が信号処理に必
要な基準周波数信号を生成する。
　この場合、第１のチューナ部１１０の発振回路１１２には、端子１１０ｃ，１１０ｄを
介して水晶振動子９９が接続してある。発振回路１１２は、水晶振動子９９に電圧を印加
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することで得られる発振信号を、基準周波数信号とする。発振回路１１２が出力する基準
周波数信号は、相互に位相が反転した２つの信号ＣＫｘ，ＣＫｙよりなる差動信号である
。
【００４１】
　発振回路１１２が生成した基準周波数信号が、受信回路１１１に供給される。受信回路
１１１は、基準周波数信号を使用した受信処理を行う。
　また、発振回路１１２が生成した基準周波数信号が、増幅回路１１３に供給される。増
幅回路１１３は、差動信号としての基準周波数信号を増幅する。
【００４２】
　そして、第１のチューナ部１１０の増幅回路１１３で増幅された差動信号の内の、一方
の相の基準周波数信号（例えば信号ＣＫｘ）が端子１１０ｅから出力され、第２のチュー
ナ部１２０の端子１２０ｄに供給される。また、増幅回路１１３で増幅された差動信号の
内の、他方の相の基準周波数信号（例えば信号ＣＫｙ）が端子１１０ｆから出力され、第
３のチューナ部１３０の端子１３０ｄに供給される。
【００４３】
　このようにして、各チューナ部１１０で生成された基準周波数信号が、後段のチューナ
部１２０，１３０などに順に供給される。以下、基準周波数信号が供給される経路を説明
すると、第２のチューナ部１２０の増幅回路１２３で増幅された差動信号の内の、一方の
相の基準周波数信号が端子１２０ｅから、第４のチューナ部１４０の端子１４０ｄに供給
される。また、増幅回路１２３で増幅された差動信号の内の、他方の相の基準周波数信号
が端子１２０ｆから、第５のチューナ部１５０の端子１５０ｄに供給される。
【００４４】
　また、第３のチューナ部１３０の増幅回路１３３で増幅された差動信号の内の、一方の
相の基準周波数信号が端子１３０ｅから、第６のチューナ部１６０の端子１６０ｄに供給
される。また、増幅回路１３３で増幅された差動信号の内の、他方の相の基準周波数信号
が端子１３０ｆから、第７のチューナ部１７０の端子１７０ｄに供給される。
【００４５】
　さらに、第４のチューナ部１４０の増幅回路１４３で増幅された差動信号の内の、一方
の相の基準周波数信号が端子１４０ｅから、第８のチューナ部１８０の端子１８０ｄに供
給される。また、増幅回路１３３で増幅された差動信号の内の、他方の相の基準周波数信
号が端子１３０ｆから、第９のチューナ部１９０の端子１９０ｄに供給される。
【００４６】
　そして、各チューナ部１１０～１９０の出力端子１１０ｂ～１９０ｂに得られる映像信
号や音声信号が、テレビジョン信号処理部９０に供給される。
　なお、図６では終端抵抗は図示しないが、例えば後段に別のチューナ部が接続されない
チューナ部１５０，１６０，１７０，１８０，１９０については、図１の例の終端抵抗３
４，３５と同様の終端抵抗を設けるようにしてもよい。あるいは、終端抵抗は接続しない
構成としてもよい。また、後段に別のチューナ部が接続されないチューナ部１５０，１６
０，１７０，１８０，１９０については、それぞれの増幅回路１５３，１６３，１７３，
１８３，１９３をスリープ状態としてもよい。このスリープ状態とする場合には終端抵抗
は接続する必要がない。
【００４７】
　この図６に示す本開示の受信装置は、９個のチューナ部１１０～１９０を備えるが、こ
の９個のチューナ部１１０～１９０が信号処理に使用する基準周波数信号は、１つの水晶
振動子９９から得た発振信号である。このため、９個のチューナ部１１０～１９０内の発
振回路１１２～１９２で得られる基準周波数信号は、完全に周波数が一致した信号になる
。
　このため、本開示の受信装置は、９個のチューナ部１１０～１９０で、基準周波数信号
が誤差を持つことがなく、基準周波数信号の誤差による受信障害が発生しない。
　さらに、図６の例の場合には、１つのチューナ部（例えばチューナ部１１０）が生成し
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た差動信号である基準周波数信号の一方の相の信号と他方の相の信号が、別の２個のチュ
ーナ部（例えばチューナ部１２０，１３０）に供給されるようにした。このため、各チュ
ーナ部１１０～１９０内の発振回路１１２～１９２や、基準周波数信号を増幅する増幅回
路１１３～１９３は、差動信号をシングル形式の信号に変換することなく、そのまま出力
させることができる。このように差動信号をシングル形式の信号に変換する必要がないこ
とで、回路構成を簡易化できると共に、信号の変換の際に生じる劣化を抑えることができ
、全てのチューナ部１１０～１９０が良好な特性の基準周波数信号が得られる。
【００４８】
　なお、各段のチューナ部から後段のチューナ部に差動信号を供給する際には、差動信号
を構成する各相の信号を、極力近接した配置の信号線で伝送するのが好ましい。
　例えば、図７に示すように、第１のチューナ部１１０の端子１１０ｅ，１１０ｆから出
力される差動信号（基準周波数信号）は、２本の信号線８１，８２が近接した伝送路８０
を使用して、第２，第３のチューナ部１２０，１３０の近くまで供給する。この場合、こ
の差動信号が供給される第２，第３のチューナ部１２０，１３０は、基板上の近接した位
置に配置し、極力、各チューナ部１２０，１３０の端子１２０ａ，１３０ａに近い位置ま
で伝送路８０で伝送するようにするのが好ましい。
【００４９】
　第２のチューナ部１２０から出力される差動信号や、第３のチューナ部１３０から出力
される差動信号についても、同様に２本の信号線が近接した伝送路８０で伝送するように
する。
【００５０】
　この図７に示すように差動信号形式で伝送するようにしたことで、その伝送で生成され
る磁界や電界が、２つの差動信号で反転して相殺することになり、ノイズなどの影響の少
ない良好な特性が確保される。したがって、それぞれのチューナ部１１０～１９０が扱う
基準周波数信号が良好な特性になる。
【００５１】
［４．変形例］
　なお、各実施の形態の例で図１や図６に示すチューナ部の配置数は、それぞれ好適な例
を示すものであり、その他の数のチューナ部を配置してもよい。また、それぞれの例では
、チューナ部内の発振回路が生成した基準周波数信号を増幅回路で増幅して、後段のチュ
ーナ部に供給するようにした。これに対して、増幅回路で増幅せずに、後段のチューナ部
に基準周波数信号を供給するようにしてもよい。
【００５２】
　また、図１，図５，図６に示す各例では、それぞれのチューナ部１０～４０，１１０～
１９０は、１個のアンテナ１で受信した信号が供給されるチューナ部とした。これに対し
て、例えばそれぞれのチューナ部が、地上波放送信号を受信するチューナと、衛星放送信
号を受信するチューナの双方を兼ねるようにして、複数のアンテナが接続されるようにし
てもよい。あるいは、複数のチューナ部の内の第１の群のチューナ部が地上波放送信号を
受信するチューナ部になり、第２の群のチューナ部が衛星放送信号を受信するチューナ部
になるようにしてもよい。
【００５３】
　なお、本開示は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、
　接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、所定の周波数の差動信号を生成し
、その生成された差動信号を前記第１の受信回路に基準周波数信号として供給する第１の
発振回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第２の受信回路に基準周波数信号として供給する第２の発振回路とを備えた



(11) JP 5761232 B2 2015.8.12

10

20

30

40

50

　受信装置。
（２）
　さらに、伝送信号を受信する第３の受信回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の他方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第３の受信回路に基準周波数信号として供給する第３の発振回路とを備えた
　前記（１）記載の受信装置。
（３）
　前記一方の相の発振信号を前記第１の発振回路から前記第２の発振回路に伝送する信号
線と、前記他方の相の発振信号を前記第１の発振回路から前記第３の発振回路に伝送する
信号線は、少なくとも一部を近接して配置した
　前記（２）記載の受信装置。
（４）
　さらに、伝送信号を受信する第４の受信回路と、
　前記第２の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第４の受信回路に基準周波数信号として供給する第４の発振回路とを備えた
　前記（２）または（３）記載の受信装置。
（５）
　前記第１の発振回路で得られた差動信号を増幅する増幅回路を備え、
　前記増幅回路で増幅された差動信号の内の一方の相の発振信号を、前記第２の発振回路
に供給する
　前記（１）～（４）のいずれか１項に記載の受信装置。
（６）
　前記増幅回路の他方の相の発振信号の出力部に接続された終端抵抗を備えた
　前記（１）～（５）のいずれか１項に記載の受信装置。
（７）
　伝送信号を受信する第１および第２の受信回路と、
　接続された水晶振動子より得た発振信号に基づいて、所定の周波数の差動信号を生成し
、その生成された差動信号を前記第１の受信回路に基準周波数信号として供給する第１の
発振回路と、
　前記第１の発振回路で得られた差動信号の内の一方の相の発振信号が供給され、その供
給される発振信号に基づいて所定の周波数の差動信号を生成し、その生成された差動信号
を前記第２の受信回路に基準周波数信号として供給する第２の発振回路と、
　前記第１および第２の受信回路で受信した伝送信号を処理する処理部とを備えた
　電子機器。
【００５４】
　さらに、本発明の請求項に記載した構成や処理は、上述した実施の形態の例に限定され
るものではない。本発明の要旨を逸脱しない限り、種々の改変、組み合わせ、他の実施の
形態例が生じうることは、当業者にとって当然のことと理解される。
【符号の説明】
【００５５】
　１…アンテナ、１０，２０，３０，４０，１１０，１２０，１３０，１４０，１５０，
１６０，１７０，１８０…チューナ部、１１，２１，３１，４１，１１１，１２１，１３
１，１４１，１５１，１６１，１７１，１８１…受信回路、１２，２２，３２，４２，１
１２，１２２，１３２，１４２，１５２，１６２，１７２，１８２…発振回路、１３，２
３，３３，４３，１１３，１２３，１３３，１４３，１５３，１６３，１７３，１８３…
増幅回路、１１ａ…高周波部、１１ｂ…復調部、１１ｃ…局発信号生成部、１４，２４，
３４，３５…終端抵抗、８０…伝送路、８１，８２…信号線、９０…テレビジョン信号処
理部、９９…水晶振動子
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